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あけましておめでとうございます。

１年間の締めくくりとして
役員の皆様にとって、１年間の活動を締めくくる時期が近づいています。今後、新しい家庭教育学級長

さんへの引き継ぎも始まります。こうした機会を大切に家庭教育学級の意義を確認できるように工夫しま
しょう。集まって開催ができなければ、次の内容を取り入れた書面で今年1年の取組を伝えましょう。

⋄ 今年度の活動をふり返りましょう。
今年は参集型の家庭教育学級が増えてきました。また、「在宅取組型」が行われることによって、今ま

でより多くの保護者の参加を得ることができました。しかし、全ての保護者が全ての家庭教育学級に参加
されたわけではありません。１年間の活動内容を知ってもらうために、足跡をふり返りながら、よかった
ことや学べたことを具体的に紹介しましょう。実施日・内容・講師・参加者の感想など、「行ってよかっ
た」「行けばよかった」と思ってもらえるような伝え方ができるといいですね。特に、開催にあたって工
夫したり、努力したりしたことも伝えてください。

⋄ 参加者の感想や要望を聞きましょう。
集まっての閉級式・閉講式ならば、グループに分かれると、発言しやすくなります。役員さんがそれぞ

れのグループに入って感想や意見を聞きましょう。来年度に向けての要望やアイディアが出てくることで
しょう。そんな声がさらなる活動の充実につながっていきます。書面開催ならば、アンケートで感想や要
望をまとめ、伝えましょう。

⋄ 参加・協力してくださった皆さんに感謝の思いを伝えましょう。
参加してくださった皆さんに、一緒に学べたことや協力してもらったことへの感謝の気持ちを伝える場

を設けてはいかがでしょう。プリント作成や送付の準備・片付け、アイディアの提供、参加の呼びかけな
ど、いろいろな面で協力していただいたことと思います。今までお世話になった方々に感謝の気持ちを伝
えましょう。

⋄ １年を終えての役員としての感想を伝えましょう。
最後に、１年間をふり返って、役員をしてきた感想を伝えましょう。役員を引き受けた時の気持ちや、

閉級式・閉講式を迎える今の気持ちを話してください。実際に頑張ってくださった役員さんの声は、参加
者の心に響きます。そして、来年度引き受けてくださる役員さん方を勇気づけることになると思います。

西濃県務所 振興防災課 振興防災係
家庭教育担当：酒井 俊亘
電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞

家庭教育学級もまとめの時期になってきました。来年度担当
される方への引継ぎを考えはじめましょう。

西濃地区家庭教育応援通信 Ｎｏ.１１ 令和６年１月４日発行

バックナンバーはこちら ⇑

日頃は、家庭教育学級の開催にご尽力いただきありがとうございます。新
型コロナ感染症が始まったときの「家庭教育学級がなくなってしまうのでは
ないか。」との心配は杞憂に終わり、オンラインや在宅での開催が継続的に
行われていることに、感謝しかありません。今年度は、そういった「在宅取
組型」中心から、会場開催の家庭教育学級が増えてきて、直接顔を合わせリ
アルタイムで思いを共有できるようになってきました。保護者の満足度の高
い「子育てサロン型」も復活してきました。また、PTAの負担軽減や地域と連
携する活動も見られるようになりました。防災やSDGｓ、性教育など喫緊の課
題をテーマにして取り組むことも増えてきました。どれも「持続可能な家庭
教育学級」としての多様な取組です。皆様の熱い思いに感動しています。本
当にありがとうございます。今年もどうぞよろしくお願いします。



助産師は、性教育の専門家
助産師とは、妊娠から出産、育児に至るまでの母子の健康を支える専門職です。性と直接関わっていらっ

しゃるので、性教育の実践に有用な人材として認められています。
学校においても、保健体育や理科で性に関わる授業が行われますが、一人一人の子どもの心と身体の成長に

は差があるため、全員が適切な時期に行われているとは言えません。しかも、教える内容についても制限があ
ります。
「赤ちゃんは、どうして生まれるの？」
子どもたちが不思議に思って質問します。また、中学生ぐらいになれば、初潮や精通があります。
そういう時、どのように対応すればよいのでしょう。
この日は、同じマタニティーホームで働いてみえる３人の助産師さんが、大人が適切な時期に適切な内容を

淡々と伝えていくことの大切さや、これから迎える思春期での子どもへの関わり方を話されました。

• トイレトレーニング→プライベートゾーンの話
• 優しくタッチすることの大切さ
• 命の大切さ

幼少期

小学校
低学年

小学校
高学年

中学校
高学年

• 何でも話せる親子関係を築く
• 愛情を伝える
• 男女の違いについて

• 体の変化や月経について
• 妊娠、出産の話
• いろいろなことの個人差、個性について
• ネットやSNSの情報について

• 避妊や性感染症の話
• SEXについて
• 相手の同意、自分を大切にすること

性教育とは心が生きる教育です
宝物として生まれたわが子はどんどん成

長していますね。
何歳になってもわが子は可愛いものです

が、その成長に合わせた接し方を変えてい
かなければ、子どもは「自立」できません。
体も心も大人へと成長し、自立していく
ターニングポイントが「思春期」と言える
でしょう。

講師には、具体的な質問にも答えていた
だき、理解が深まりました。

思春期は、子どもから大人に成長しようとするホルモンの影響で、心も体もアンバランスで
「葛藤」している時期です。
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株式会社ラディアント

日 時：和５年１１月８日（水）
11:00～12:00

対 象：従業員 ４４名
テーマ：障がい児・者の性について
講 師：東海学院大学人間関係学部

子ども発達学科
教授 杉山 章 氏

【参加者の感想】

• 成長にともなう性の問題は、必ずおとずれます。どう支援するか悩むことが多いので参考になります。

• 性教育についての抜本的な考え方やそれらを踏まえての対象の方へのアプローチを学ぶことができ、職

員間の意識を高めることができました。

• 公で話しづらい、相談しづらい、議論を深めることが難しいテーマを、分かりやすく、ポイントを押さ

えて話していただきました。

• 障がい児・者の方は、言語コミュニケーションがとりにくく、本人の思いを理解することも対応の仕方

も難しいので、こんな時はどうしたらいいかなど知ることができました。

• 性教育は、個人に与えられた権利であり、健康を保つ上で大切であるということが分かりました。

• 現在、施設内で問題として話題になる内容だったので、非常に勉強になりました。

• 性教育とは、人権教育であるという内容が心に響きました。

• 性教育は相手・自分を大事にする人権の問題であること、私たちの仕事はマイノリティーに寄り添う仕

事であることに気づきました。性教育は、中高生などのイメージでしたが、幼児期から伝えていくこと

が大切と知りました。

• 性の問題は、幅が広く年齢に応じて絵本や書籍などで伝えていくことが大切だと感じました。

• 昔に偏った考えの自分がいることに気づきました。今の時代を知り、また、自分も知識を伝えていく必

要があると再認識できました。

６月に引き続き、同じテーマの研修です。

【アンケート結果】

前回の研修を受けての
実践を発表

岐阜県では、家庭の教育力の向上と地域
社会全体での子育ての推進を目的に、企業
や事業所と連携しながら、子育て中の親だ
けでなく、これから親になる従業員、子育
てが一段落した従業員、管理職など幅広い
層への家庭教育研修会を開催しています。
このたび、株式会社ラディアント様にて、

従業員の皆さんを対象に開催させていただ
きましたので、紹介します。

みなさんの職場でも研修してみま
せんか。何人でも、どの時間帯でも、
無料で開催できます。
西濃県事務所にお電話ください。

【主催者様の声】
「性」の知識をしっかりと得ることが大

切だと思いました。「性」に関しては悩み
の多いこともあり、もっとお話を聞きた
かったとういう声が多数ありました。



保護者の学びと癒しの場に
児童発達支援事業所とは、小学校入学前のお子さ

んの療育を支援する所で、各市町にあり、「いずみ
の園」は、垂井町にある児童発達支援事業所です。
「いずみの園」では、今年から、町内の０～５歳

児の保護者の学びの場、癒しの場として、「いずみ
ガーデン」を開催することにしました。今回は「子
育て講演会」、次回は「ピアノ演奏会」を行います。
いつも子どもたちの療育で使われている会場は、

職員の方が作られた素敵な掲示で飾られ、ほっとす
る空間に様変わりしていました。

垂井町 児童発達支援事業所 いずみの園

NPOひまわりの花
中野 たみ子 理事長

中野先生は、西濃圏域発達障がい支援
センターで地域支援マネジャーでもあら
れ、保護者の相談や、発達支援に関わる
スタッフの講師として活躍されています。
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遊びや生活の中で身につく感覚

• ブランコ：身体のバランスをとる。脳の感覚統合。
• かくれんぼ：ボディイメージ（瞬時に体が入るか、

そのためにどう体を動かすのか判断できる。）
• 鉛筆や箸をもつ指先の感覚：お金をつまんでとり、

貯金箱に入れるあそび。折り紙を折る。
• 手首の回旋：蛇口をひねる。ひねることで開けら

れる容器にミニカーなどをしまう。

言葉の発達を助ける

• 視線、表情、行動を言葉にする。
→「きれいだね。」などの形容詞を使う。
→「とってほしいのね。」と意思を言語化する。

• 子どもの言いたかった断片的な内容（「たけし」
「かけっこ」をまとめて伝え返す。
→「今日、こども園でたけし君とかけっこをした

のね。」

共感しながら、してほしいことを言う。

• 「泣けば、怒れば、要求が通る」という誤学習は大
人のせい。

• 「ダメ！」ではなく、子どもが落ち着くのを待って、
「〇〇したかったのね。こうするとよかったね。」
と次の行動を伝える。

• 「ダメ！」ではなく、やってほしいことを言う。
• するとよい行動を大人が言葉にする。
「のぼったらダメ。」→「おりようね。」

• 言語的推理は難しい。
「お風呂を見てきて。」
→「お風呂のお湯が半分入っていたら止めて。」

• 絵本の読み聞かせは、言葉からのイメージする力を
育てる。



妊娠期から子育て期まで切れ目のないサポート
大垣市の子育て世代包括支援センターには、２つの窓口があります。主に「こころとからだ」に関すること

は大垣市保健センター３階の「すこやか相談室」、主に「子育て」に関することはキッズピアおおがき交流サ
ロン内でサポートしています。それぞれ、保健師、助産師や子育てアドバイザーが相談に応じています。

大垣市子育て世代包括支援センター

アウトリーチ型支援の１つ
毎月1回、テーマを決めて大垣公園に遊びに来る親子の相談

に応じています。このように、対象者が訪れる場所に出向いて
相談等の支援を行うことを「アウトリーチ型支援」といい、現
在大切だとされている支援のかたちです。
この日も、子育て支援アドバイザーが積み木で遊んでいる親

子に声をかけていました。

大垣公園には、大型遊具、砂場がある

他、プレーパークが用意したいろいろな
遊び道具を自由に借りることができるの
で、親子の人気の場所になっています。
外で思いっきり遊べるように、細かな

制約はありません。寒い日でしたが、た
くさんの親子が遊んでいました。プレー
パークは、雨の日はお休みになります。

「とびだせキッズピア！」
は、大垣公園プレーパーク
を運営しているNPO法人緑
の風と大垣市子育て世代包
括支援センターのコラボ企
画として、昨年度から始ま
りました。

こんなこともやってます！

大垣市家庭訪問型子育て支援

「ホームスタート」
地域の先輩ママボランティア
（ホームビジター）が無償で子育
て中のママ・パパの話を聞いたり、
一緒に家事をしたり子どもと遊ん
だりします。（妊娠中から未就学
児まで）

「キッズピアおおがき交流サロン」では、「小麦粉ねんど遊
び」「パパだけタイム」などの1月ごとのお楽しみイベントの
他、同じ生まれ月のお子さんをもつママのおしゃべり会、ベ
ビーマッサージ、子育てを学ぶ講座など、多彩な活動を行って
います。

「大垣市子育て支援アプリ」
妊娠中のスケジュール管理、乳幼児の健康診

断日、体重管理、子育て日記帳の他、子育て支
援情報やイベント情報を知ることができます。
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東濃地区家庭教育学級の紹介
～地域の人にありがとうを伝える～
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